













い（注 1）。このページは，日本国内の 13 の出版社が共同で運営するもので，大学向けの英語教科書
や英語関係の専門書などを，様々な観点から検索できるものである。教科書に関しては，64 のジャ
ンルに分類され，複数ジャンルに渡る検索や「新刊のみ」に絞った検索も可能である。同ページ












　ビジネス英語は，英語教育の文脈においては English for Speciﬁc Purposes（特定の目的のための









　ビジネス英語を考えるもう 1 つの例として，NHK ラジオの「実践ビジネス英語」という語学番




と説明され，NHK 語学の英語番組では唯一 CEFR の C1 レベルに位置づけられている。
　CEFR とは，Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment
の頭字語で，「外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ言語共通参照枠」のことである。
NHK は 2012 年より，テレビ・ラジオの英語の各講座番組について，CEFR のレベルを明示してい















とる EU 域内での活発な交流という背景がある。CEFR を日本の学校教育での英語学習者にそのま




　CEFR は大きく 3 レベル（A，B，C）をそれぞれ 2 つずつに分けて，全 6 レベルで記述している。能
力スケールを考えた場合，初級・中級・上級と分けるのは理にかなっているが，日本人の英語学習者の
実態は Negishi, Takada & Tono （2012） などでも明らかなように，8 割が A レベルという，初級者が圧倒的
に多い状況である。そのような実態では，A レベルといっても個々人が「できること」はかなり異なる
側面があり，現状の CEFR の A1，A2 レベルでは日本人英語学習者が「できること」の記述としては不
十分という認識があった。そこでこれに対応するために，Aレベルの大幅な細分化を検討することとした。
（投野編，2013：p. 93）
CEFR-J に関しては，文部科学省の Web ページにもその概要及び詳細が掲載されている（注 3）。上記
引用文中「できること」という表現が 2 度出てくるが，CEFR においては言語使用者を，ある特定
の社会において行動する社会的存在として捉え，社会的文脈における目的の達成に重点を置いてい























められていた（e.g., 征木，2012; 大津 , 2017）。また既に述べた ESP 教育や，「言語」と「内容」の








































となる枠（スキーマ）を欠いている場合も多い。④の例としては，VOA Learning English（旧 VOA 














Web Usability の研究者である Nelsen（2000）は，"Content Design" のところで逆ピラミッド構造の
重要さを以下のように述べている。
  Additionally, each hypertext page should be written according to the "inverted pyramid" principle that is commonly 
taught in journalism schools. Start with a short conclusion so that users can get the gist of the page even if they don't 
read all of it; then, gradually add detail. The guiding principle should be that the reader can stop at any time and still 
have read the most important pieces of information. （p. 112）
　優先度に従って重要な部分を最初に持って来るというのは，典型的な英語の段落構成や，文章全







に教授・確認することが効率的であろう。Cambridge U.P. の English Grammar Today（2011）において，
『語学教師のための談話分析』などの著書もある Carter らは "newspaper headlines" を以下のように
説明している。
36 経営と経済　49巻 1・2号
A newspaper headline is a very short summary of a news report. It normally appears in large letters above the report. 
The grammar of headlines is often non-standard and they can be difﬁcult to read. The main features of the grammar 
of headlines are the use of a series of nouns and the use of ellipsis （leaving out words which are not necessary）. 
We often leave out articles （a/an, the） and verbs （especially the verb to be）:（筆者：具体例略）
Headlines often use the present simple, even where the report refers to a past event. This is done to make the news 
seem more dramatic and immediate:（筆者：同）
Headlines often use the to-inﬁnitive form to refer to future events:（筆者：同） 
（Carter et. al., 2011: Additional CD-ROM sections）
以下，授業で使用した資料を基に，見出しの文法・語法を確認したい。
・Be 動詞は省略
　　Trump's daughter on women's empowerment
・動詞の現在形は「現在完了」か「過去」
　　Tokyo International Film Festival opens
・動詞の過去分詞形は「受け身」
　　Around 3000 ﬁles on JFK assassination released
・不定詞（to+ 原形）は「未来」
　　Atomic bomb survivor to speak at Nobel ceremony
・現在分詞（～ ing）は「進行中」




　　increase ⇒ up / organization ⇒ body / consider ⇒ eye / company ⇒ ﬁrm
・コンマ（,）とセミコロン（;）は "and"
　　Sara Takanashi, Junshiro Kobayashi nab national ski jumping titles（語と語の and）
　　Video captures rare black fox in Hokkaido; origin still a mystery（文と文の and）
・コロン（:）は "said"











舵を切り，高等学校では「オーラル・コミュニケーション A ／ B ／ C」などの科目が新たに設け
られた。この背景の 1 つとして，言語教育にも広く影響を与えたカナールとスゥエイン（Canale 
and Swain, 1980; Canale, 1983）のコミュニケーション能力に関する概念がある。そこでは「文法的
能力（Grammatical Competence）」に加え，「談話能力（Discourse Competence）」，「社会言語的能力
（Sociolinguistic Competence），「方略的能力（Strategic Competence）」の 4 つの要素が提示されている。
一方，1989 年の指導要領改訂後に出版された検定教科書では，会話表現を含む言語内容への配慮












問題がある。結束性（cohesion）は Cambridge Grammar of English では "Grammar across turns and 
sentences" の 章 で "Cohesion refers to the grammatical and lexical means by which written sentences and 
speakers' utterances are joined together to make texts."（Carter & McCarthy, 2006: p. 242）と定義されて
いる。つまり，それによって文または発話の連続が，意味を持った文章となるための手段のことで
ある。結束性自体は広範囲な概念であるが，ここで確認しておきたいのは，文法的結束性（grammatical 




び付録 2 で，実際に授業で使用した題材を用いて，具体的な例を示したい。付録 1 では，吸収合併








































述べたような学習者向けサイトの場合，語彙的な配慮（例：VOA Special English は使用語彙を基本


















　「メディア英語」は，旧経営学部 3・4 年次対象専門科目として，2008 年度から 2014 年度まで春











　15 回分の授業の展開としては，最初の 3 回は概論及び見出しの文法などを含め，主に言語的な












　　Security Concerns  Raised on Obama's Asian Trip（米：VOA Learning English）
　・岩手で 6 人にインタビュー：2020 東京オリンピックは東北にプラスの影響を与えるか？　　
　    Iwate: Do you think the 2020 Tokyo Olympics will have any positive effect on Tohoku? （日本：The 
　　　Japan Times）
　・研究者によれば，子供の読書力向上において e-book が印刷版に勝る　　
　    Researchers: e-book beats print version for helping children learn to read （日本：The Asahi Shimbun）
　・投票年齢を引き下げる法案が衆議院を通過
　　Lower House OKs bill to lower voting age to 18 for national referendums （日本：The Asahi Shimbun）
　・ナイジェリア，誘拐された生徒たちの捜索への援助を歓迎
　　Nigeria Welcomes Help in Search for Kidnapped Students（米：VOA Learning English）
　・農場生活がオランダ人国外居住者の健全なビジネスへ
　　Farm life leads to healthy business for Dutch expat（日本：The Japan Times）
　　　※ニセコを取り上げた記事
　・自転車通勤が LA で人気
　    Bicycling to Work Gains Popularity in Los Angeles（米：VOA Learning English）
　・家庭用プリンタで銃：法律は 3D プリンタの問題使用を止められるか
　　Guns from home printers － Can laws stop problematic use of 3-D printers?（日：The Japan News）
　・女性都議会議員が他のメンバーから性的嫌がらせを被る
　　Tokyo assemblywoman subjected to sexist abuse from other members（英：The Guardians）
　・日本が中国に対抗するため軍事的な転換を発表
　　Japan Announces a Military Shift to Thwart China（米：The New York Times）
　・平和主義の終わりを考え，日本が割れる　    
　    Japan split as nation mulls end of paciﬁsm（米：CNN）
2014 年度の授業では，日本と英米の記事が中心で，また既に④で挙げたような第二言語話者，学
習者向けの記事や，国内メディアの記事が多くなった。その前年（2013 年）には授業の後半で，















　VOA などは比較的読めましたが，New York Times などは多少苦戦しました。ですが，発表課
題のように好きな内容であると思った以上に理解することができました。















　本章では，前章で記述した実践の他に，2018 年度も継続している NHK 国際放送（NHK World：
以下，国際放送）の英語ニュースを使った活動について述べる。国際放送のラジオでは毎日 14：
00 と 19：00 に約 9 分間の英語ニュースを放送しているが，その音声はインターネットの Podcast
を通して聴くことができ，文字テキストも多くの場合国際放送 Web ページで，個別のニュース記
事として発信されており，おおよそ確認することができる。また，9 分間のラジオニュースのうち，
毎回冒頭で "in our top stories" として 3 項目の概要（headlines）が 35 ～ 45 秒間，70 ～ 80 語程度で
述べられる。










放送日 項目１ 項目２ 項目３



















































































（注：10 月 15 日分は、日曜ではなく月曜放送分を使って作成）
　





　その他 NHK 国際放送では動画コンテンツのオンデマンド（Video on Demand）での配信も多数
あり，"Culture""Travel""Food" など学生にも身近な話題を含め，様々なジャンルで利用可能である。
また Wild Hokkaido（注 6）は，北海道の学生にとっては地元の地域や観光に関する英語表現を，動画
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とともに学習することが可能であり，筆者もゼミナールで利用した。














年次対象選択科目として 2014 年度まで 7 年間開講していた「メディア英語」の実践内容について
記述した。最後に，2015 年度以来現在まで実施している，国際放送英語ニュースの冒頭の部分を















（注 1）  大学英語教科書協会の Web ページは，研究社，三省堂，成美堂など国内で大学英語教科書の出版を手掛ける会
社をほぼ網羅している。その他，大学の英語の授業では，大学出版局系など外国出版社によるものも使われて
いるが，それらはこの Web サイトには含まれない。
 http://daieikyo.jp/aetp/　（2019 年 1 月 6 日アクセス）
（注 2）  TOEIC® には，1979 年にスタートし現在も広く実施されている Listen and Reading Test の他に，Speaking and 
Writing Test や TOEIC® Bridge Test など，5 種類のプログラムがある。TOEIC® Listening and Reading Test の受験者
数は 2011 年以降増加し，2017 年までの 7 年間は年間 250 万人程度の受験者数である。
  https://www.iibc-global.org/library/default/TOEIC/ofﬁcial_data/lr/pdf/lr_transition_2017.pdf　（2018 年 12 月 30 日アク
セス）
（注 3） CEFR-J の概略は，文部科学省の以下のページ参照。
  http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/092/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2012/09/24/1325972_2_1.pdf　
（2019 年 1 月 3 日アクセス）
  また，CEFR-J の Web ページからは，日本語版，英語版の本体（Can Do リスト）の他，レベル別語彙リストも
ダウンロード可能である（要登録）。
 http://www.cefr-j.org/　（2019 年 1 月 3 日アクセス）
（注 4）  Can Do リスト作成の試みは，今回の指導要領の改定以前より多くの中学校，高等学校などでも見られる。また
今回の改定では初めて，言語の 4 技能（「読むこと」「聞くこと」「話すこと」「書くこと」）に加え，話すことを（「話
すこと〔やりとり〕」「話すこと〔発表〕」）の 2 つの領域に分け「4 技能，5 領域」という考え方が提示されている。
これも，CEFR 及び CEFR-J のリストと合致したものである。
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